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　わたしはアルハンゲリスクの裕福でやんごとなき家系に生まれた。
「ちょいと、よそものさんよ」相手は言う。「あっしは聖者じゃないよ。マルコス・ボツァリス一を殺 (や)ったモーロ人なんで……」
「このロバ脚どもめ！　なんじらを聖ロバ様に祭り上げて帝国の宮殿に住まわせてやったのに」
注
一 マルコス・ボツァリスΜάρκος Μπότσαρης（一七九〇―一八二三）。ギリシャ独立革命期の英雄。

解説
ここに訳出したのはアンドレアス・ラスカラトス（Ανδρέας Λασκαράτος,一八一一―一九〇一）の短編「モスクワのさる家庭で髑髏自らの語りたる物語」（«Ιστορία μιας Κάρας, διηγημένη από αυτήν την ίδιαν σε μίαν οικογένεια στη Μόσκα»）である。
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